
ぽ

田
柳
小
路
屋

こ

で
開
か
れ
、

か
ら
3
日
間
、

晃
で
開

催
さ

（

ン
大
会
「

2

、

｜
リ
ー
タ
東

小

場
を
選

手
り

Ⅰ

吝
を
と

と
も

別

名
度
ア
ッ

プ

実
施

し
た

ア

マ

樹
郡
長
、

it

～

実
子
主
将
ら

@

計
20
人

が
参

@

「

楽
し
み

に

，

ト
。

こ
れ
を

。

ム
生
知
っ
ナ
・

@

@

て
も
ら
え
た

@

し
た
後
、

森

つ
に
分
か
れ
て
10
の
店
舗
を
順
一

で
拡
散

し
て
」

 

（

北
原
監
督
）

一

と
話
し
た
。

J
A
庄
内
み
ど
り
（

木
折
・

酒
田
市
、

阿
部
茂
昭
組
合
長
）

が
米
直
接
販
売
の
代
金
申

精
算

す
る
際
、

合
意
な

く
手
数
料
を

差
し
5!
い
た
と
し
て
、

酒
田
市

ハ

遊
佐
町
の
組

合
員
が
同
農
協

を
栢
手
取
り
、

未
払
い
の
清
算

金
の
返
還

浄

ま
め
た
集
団
訴
訟

で
、

憂
ロ

0
組
合
員
た
ち
が
13

日
、

酒
田
市
内
で
記
者
会
見
を

開
き
、

2
0
1
6
年
6
月
の
提

訴
か
ら
の
経
緯
や
、

提
訴
か
ら

丸
2
年
を
迎
え
た
む
境
な
ダ

を

語
っ

た
。

一

問
有
責
選
手
 

 

請
ま

し
て
い
る
組
合
鼻
u
・

は
、

穣
的
に
来
場
 

当
初
の
4
人
に
、

こ
れ
ま
で
第

4
次
ま
で
の
追
加
提
訴
で
加
わ

7

ラ
ユ
・

ホ

占
Ⅱ婁翻惹

し/

も

l
 

 

 

@

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
裁

鶴
岡
安
部
は
一
・

約
定
書
以

全
組
合
員
へ

の
に

悠

遠
期
待
 

"
、

，
"
"
"
。
"
"
"
"
：

ト
こ
 

 

ユ

己
 

 

。

紬
軸
蛙

輌
勤

記
即

原
生
口

例
会
見
心
境
五
no

る
 

 

り
Ⅱ
合
捧

化
狂
㎏

鮭
桶
卸

㍑

ヒ
 

 

9
 

 

，

，

 

居

，

っ

た
組
合
員
を
合
ね
せ
83
人
。

 

た
。

こ
れ
ほ
、

組
ム

握
一

直
販

逗
爆
を
エ

米

め
て
い
る
請
求
額
は
 

メ
リ
ッ

ト
」

 

「

倉
車

利
用
料
」

2
0
0
6
・

:

・

13
年
珪
米
に
関
す
 

「

米
販
売
，

生
産
対
策
費
・

@

の

る
約
2
8
3
0
百
円
。

 

 

 

 

 

名
目
で
米
飯
売

奔
ら
差
し

・

裁
判

に

去
崖
1

-

D

同
16
日

ま
で
、

31
い

た
手

教
科

に
つ
い
て
、

一

蛆

口
頭
弁
論
と
弁
詮
準
偏
が
行
わ
 

ム

昇
一

の
間
「

大

憂
っ

た
・
一

・

 

 

 

 

 

 

 

一

軍
一

一

 

 

 

「

含
意
な
く
差

・

 

 

 

 

 

 

 

一

 

 

"

・
…

 

 

 

 

 

 

 

 

：

・

・

 

 

 

 

｜
，

・

-

・

，・@
が

・

"
・

。
・

：

 

 

 

 

 

 

一

-

㍉
 

 

 

し
与
力
ね
た
」

・

・

，

淋
@

・

鹸
"

・
 

 

 

 

 

 

田
一

 

 

 

と
い
う
原

告
側

：

。

・

・

一

。

ぶ
 

の
主
張
を
ぼ
ぼ

・
 

 

 

 

 

・

Ⅰ
・

蕊
 

全
面
的
に
認

-

一

マ

 

・・、
穣
 

 

 

 

 

一

@
-

・

・U
 

 

 

め
、

組
合
側
に

堅
パ

 

 

 

-

・
 

 

 

 

 

 

-

・

仁
患

・

 

・。
笘
"

 

 

 

 

 

 

 

@

申
・

一

 

 

和
解
を

検
討
す

・

 

 

・
鱗
 

・

錨
・

樺
Ⅱ
・

 

 

る
よ

う
促
す
も

@

：
-
・

・

ア

む
 

合
側
は
一

部
の

・
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶ
 

 

主
張
で
争
う
姿

・

・

・

蓮
：

。

意
，・
 

 

 

 

 

 

一
・

一

億

一

 

原
告
団
の
関
係

蕊
尚

一
 

 

 

 

・

・
 

 

・
 

 

 

一

・

一

一

 

記
者
会
見
し
た

を
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
・

・

・

-

：

 

 

 

 

・

・

㍍

 

 

 

者
た
ち

Ⅰ
一

転

ポ
一

の

宙｜
一

包
ア
ー
タ
ベ

ル

勢
を
あ
ら

た
め
て
示
し
、

和
解

に
応
じ
る
姿
勢

材
頭
確
に
ほ
示

さ
な
か
っ

た
。

こ
の
日
は
、

原
告
団
団
長
の

佐
藤
清
さ
ん
（

61
）

II
遊

佐
町
江

地
Ⅱ
テ

り

原
告

の
組

合
員
4
 

人
ミ

代
理
人
の
小
口

克
巳
弁
護
士
が

会
見
。

佐
藤
団
長
ほ
「

先
日
の

心
証
開
示

で
ヨ

契
約

書
に
な
い

控
除
は
認
め
ら
れ
な
い
ヨ

と
い

、

コ

裁
判
長
の
言
葉
は
、

私
た
ち

原
告
に
勇
気
を
与
-

ろ

提
訴
以

来
の
最
高
の
喜
び

と
な
っ

た
一

と
し
た
。

そ
の
一

方
で
一

農
協

は
釆

出
荷
農
家
全
戸
へ

の
返
金

は
考
え
て
い
な
い
こ
と
や
、

10

年
を
過
ぎ
る
と
（

特
効
に
よ
っ

ダ
・

@

）

請
求

権
を
失
う
こ
と
が
悪

念
さ
れ
る
。

米
出
荷
農
家
全
戸

か
ら
搾
取
を

重
ね

て
お
き
な
が

ら
返
金
は
床

告
（

83
人
）

だ
け

と
い
う

僅
圧
は

認
め
り

月
な

い
・

一

と
の
懸
念
を
@

下

し
、

よ
り
多
く

の
組
合
員
が
原
告
団
L
如
ね
る

こ
と
へ

の
期
待
を
述
べ
与

Ⅱ

小
口
弁
護
士
は
一

契
約
書
以

外
で
決
め
る
こ
と
は
あ
り

得
な

い
と
い
う
民
法
の
原
則
か
，

皇
三

っ

て
、

極
め
ケ

畠
一

純
明
快
な
こ

と
。

裁
判
所
の
心
証
開
示
は
そ

の
当
た
り
前
の
ア

戸
乏
し
っ

か

り
認
め
た
，

農
協
は

罷
決
に
向

一

：

と
2
1
目
て

け
、

積
極
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を

す
べ

き
段
階
に
来
て
い
る
，
一

と
、

農
協
側

が
和
解
に
向
け
積
極
的

な
行
動
を
起
こ
す
こ
と

や
、

原

告
に
限
ら
ず
米
を
出
荷
し
た
全

組
合
具
へ

の
返
還

を
行
う
こ
と

へ

の
期
待
を
述
べ

た
ち

原
告
団

に
よ
る
と
、

06
1
13
年
産
米
に

つ

い
て

、

組
合

側
が
不
正
「

差

し
引
い
た
手
数
料
の
総
額
は
10

億
9
2
5
2
方
円
に
上
る
，

次
回
の
弁
論
準
備
は
8
円
20

日
午
後
2
時
か
ら

地
裁
鶴
岡
支

部
で
行
わ
れ
る
。

▼
庄
内
町
で
ク
マ

目
撃
栢
次

ぐ
 

庄
内
町
で
13
日
午
後
、

タ

マ
の
目
撃
が
栢
次
い
だ
，

同
3

時
き
ろ
、

同
町
子
河
原
の
河
ill

管
理
用
道
路
で
、

車
で
通
行
中

の
60
代
男
性
が
体
長
約
1
姑
の

タ
マ
1
頭
を
目
撃
，

同
6
時
比

分
き
る
に
は
同
町
狩
Ill
の
最
上

川
河
ill
敷
で
、

国
道
打
号
を
こ

早

で
東
進
し
て
い
た
㏄
代
男

性
が

体
長
1
姪
ほ
ど
の
タ
マ
1
頭
を

目
撃
し
た
。

通
報
を

@

受
け
た
庄

内
署
は
、

い
ず
荊
の
ケ
ー
ス
も

パ
ト
カ
ー
を
出
動
さ
せ
て
付
近

の
替

戒
を

義
化
し

て
い
る
ほ
か
、

広
報
活
動
を
震
開
。

町
も

防
災

無
線
で
注
意
を
喚

起
し
た
。

，く  --・。，私たちのグループ石楠花プループは、初心者や
女性の方も一緒に和気あいあいと囲碁を楽しんで
あります。

行用5回例会を開催してありますので、お気軽
に訪ねて来てください。

納会場  囲碁ワロソ鶴岡
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